































 骨盤前傾角度の上位群は 12.6±2.1 度，下位群は 5.8±1.3 度であった。各測定項目に
おける 2 群間の比較では，腰腸肋筋において上位群 17.4±6.2％，下位群 11.3±3.3％で
有意な差が認められた。その他の項目には有意な差は認められなかった。骨盤前傾角度と
他の項目との相関関係では，腰腸肋筋に正の相関が認められた（ r＝0.559）。 
【考察】  
 本研究では，肩関節の柔軟性および可動域が制限されている対象ほど骨盤の前傾が強
いと仮説を立てていたが， 2 群間の比較および相関係数では，有意ではなかった。一方，
腰腸肋筋において，骨盤の前傾が強い対象ほど，筋活動が高い傾向が示された。腰腸肋筋
は腰椎を伸展する筋であり，上肢を挙上する際，腰腸肋筋を使用することで腰椎を伸展
し，それに伴い骨盤前傾を生じることが推測された。骨盤前傾角度の強い群がなぜ腰腸肋
筋を使用するのかは，肩関節の柔軟性が関与すると考えられるが，本研究では差がなく，
今後の検討課題となった。  
  
